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二
月
は
、
合
併
後
初
の
町
政
懇
談
会
や
町
合

併
記
念
式
典
な
ど
大
き
な
行
事
が
あ
っ
た
り
し

て
、
た
だ
で
さ
え
日
数
の
少
な
い
ひ
と
月
が
、

さ
ら
に
短
く
感
じ
ま
し
た
。（
編
集
子
の
場
合
、

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
、

ひ
と
月
が
短
く
感
じ
る
の
で
す
が
…
。）
今
回

の
特
集
は
、
そ
の
町
政
懇
談
会
の
な
か
で
出
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
、
そ
れ
に
か

か
る
回
答
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご

一
読
い
た
だ
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
考
え
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
二
月
二
十
五
日
の
町
合
併
記
念
式
典
は
、
町

内
外
か
ら
約
三
百
五
十
人
の
来
賓
の
皆
さ
ん
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
厳
粛
か
つ
華
や
か
な
式
典

で
し
た
。
式
典
の
最
初
に
放
映
し
た
ビ
デ
オ
「
合

併
ま
で
の
歩
み
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

人口
17,835 (－21）

男
8,473 （－16）

女
9,362 （－ 5

世帯数 6,491 （＋ 9）

わたしたちの町

3月1日現在／（　）は前月比

［特集］

町政懇談会

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

親子でソーセージ作り。
卒園前に楽しいひととき
上豊田保育所の年長児と保護者２１人が２月
２４日、丹波・食彩の工房でソーセージ作りを
体験しました。もうすぐピカピカの１年生。
園児たちは卒園前にお父さん、お母さんと
楽しいひとときを過ごしていました。

目標に向かって、団結する目標に向かって、団結する
ことの大切さ学んだことの大切さ学んだ
伴田 久美さん（１５歳）　上大久保

「
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
て
、
全
国
に
た
く
さ
ん
の
友

だ
ち
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
昨
年
十
一
月

三
十
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

日
本
代
表
（
十
五
歳
以
下
）
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
遠
征
に
参
加
し
た
伴
田
久
美
さ
ん
（
瑞
穂
中
三
年
）

だ
。伴

田
さ
ん
は
、
瑞
穂
中
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
主

将
と
し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
、
昨
夏
の
全
日
本
中

学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
は
全
国
八
位
に
。
攻

守
両
面
で
活
躍
し
た
伴
田
さ
ん
は
、
十
月
の
選
考
会

で
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。
京
都
府
か
ら
選
ば
れ
た

の
は
伴
田
さ
ん
た
だ
一
人
で
、
同
中
か
ら
の
日
本
代

表
入
り
は
初
め
て
の
こ
と
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
行
わ

れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ズ
・
ホ

ッ
ケ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
に
出
場
し
、
九
試
合
を
戦

い
、
戦
績
は
五
勝
三
敗
一
分
。「
ふ
だ
ん
の
試
合
で

は
お
互
い
敵
同
士
の
人
た
ち
と
、
同
じ
チ
ー
ム
で
、

し
か
も
海
外
で
共
に
戦
え
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
伴
田
さ

ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

伴
田
さ
ん
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
た
の
は
小
学
二

年
の
と
き
。
地
元
の
明
俊
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
握
っ
た
。
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、

と
に
か
く
練
習
の
毎
日
。
休
日
も
白
球
を
追
い
続
け

て
き
た
。
練
習
が
つ
ら
く
て
、
辞
め
た
い
と
思
っ
た

と
き
も
あ
っ
た
と
い
う
伴
田
さ
ん
。「
け
れ
ど
、
ホ

ッ
ケ
ー
が
好
き
だ
か
ら
、
辞
め
ず
に
続
け
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。

伴
田
さ
ん
は
二
年
生
の
秋
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
主

将
に
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
「
全
国
制
覇
」
を
目
標
に

掲
げ
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
た
。
中
学
校
生
活
最
後

と
な
っ
た
昨
夏
の
全
国
大
会
で
は
、
準
々
決
勝
で
強

豪
・
大
谷
中
に
破
れ
、
涙
を
飲
ん
だ
も
の
の
、
三
年

間
で
、
近
畿
大
会
や
西
日
本
大
会
で
の
優
勝
な
ど
栄

冠
を
手
に
し
た
。

「
試
合
で
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
も
、
負
け
た
と
き

の
く
や
し
さ
も
、
共
に
分
か
ち
合
え
る
チ
ー
ム
メ
イ

ト
が
い
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
伴
田
さ
ん
。
三
年
間
の
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
て
、「
目

標
に
向
か
っ
て
団
結
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
ん

だ
と
話
す
。

四
月
か
ら
は
地
元
・
須
知
高
に
進
む
伴
田
さ
ん
。

「
高
校
で
は
、
日
本
一
を
つ
か
み
た
い
」。
桜
の
咲
く

こ
ろ
、
十
五
歳
の
ホ
ッ
ケ
ー
少
女
が
新
し
い
舞
台
に

立
つ
。
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はん　 だ く み

目標に向かって、団結する
ことの大切さ学んだ
伴田 久美さん（１５歳）　上大久保

後列左か
ら4人目

が伴田さ
ん
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特集

町
政
懇
談
会

町政懇談会

新
し
い
町
営
バ
ス
路
線
や
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
話
し
合
う

新しい町営バス路線や、
今後のまちづくりを話し合う

合
併
後
初
と
な
る
「
平
成
十
七
年
度
町
政
懇
談
会
」
を
二
月
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、

町
内
十
一
カ
所
を
会
場
と
し
て
開
催
し
、
延
べ
約
五
百
八
十
人
の
町
民
が
参
加
。

平
成
十
八
年
度
の
施
政
方
針
や
、

新
年
度
か
ら
再
編
す
る
町
営
バ
ス
路
線
案
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
、

参
加
者
と
意
見
を
交
わ
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
は
、
懇
談
会
の
な
か
で
参
加
者
か
ら
出
た
意
見
や
質
問
、

そ
れ
に
対
す
る
回
答
（
い
ず
れ
も
要
旨
）
な
ど
を
ま
と
め
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

新
路
線
の
概
要

町
営
バ
ス
新
路
線
案
で
は
、旧
瑞
穂
町
・
旧
和

知
町
の
路
線
を
、ほ
ぼ
現
行
の
と
お
り
残
し
、丹

波
・
瑞
穂
・
和
知
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
、丹
波
桧

山
線
（
町
中
央
公
民
館
―
丹
波
マ
ー
ケ
ス
―
瑞

穂
病
院
―
Ｊ
Ｒ
バ
ス
桧
山
駅
間
）と
、丹
波
和
知

線
（
町
中
央
公
民
館
―
丹
波
マ
ー
ケ
ス
―
Ｊ
Ｒ

和
知
駅
間
）の
二
路
線（
い
ず
れ
も
仮
称
）を
新

設
し
ま
す
。

合
併
後
に
設
置
し
た
須
知
高
校
線
（
Ｊ
Ｒ
和

知
駅
―
須
知
高
校
）は
廃
止
し
、丹
波
和
知
線

が
同
校
を
経
由
す
る
予
定
で
す
。

旧
丹
波
町
が
行
っ
て
い
た
町
民
バ
ス
は
、町
営

バ
ス
方
式
に
再
編
し
、有
償
運
送
に
変
更
。ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
空
き
時
間
を
利
用
し
、週
二
回
の
運

行
だ
っ
た
路
線
を
、竹
野
線（
町
中
央
公
民
館
―

丹
波
・
口
八
田
）、高
原
・
下
山
線（
同
公
民
館
―

丹
波
・
下
山
）と
し
て
運
行
す
る
予
定
で
す
。

 

質
問
・
意
見

○
高
齢
化
が
進
む
な
か
、乗
車
対
象
を
ど
こ
に

据
え
る
の
か
。
隅
々
ま
で
の
運
行
が
理
想
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。
運
行
計
画
の
変
更
な
ど

は
弾
力
的
に
考
え
ら
れ
る
の
か
。

○
利
用
者
が
少
な
い
路
線
は
小
型
バ
ス
を
増
便

し
、通
学
バ
ス
は
大
型
で
運
行
す
る
な
ど
経

済
的
な
運
行
を
。タ
ク
シ
ー
バ
ス
、低
床
バ
ス

な
ど
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

○
和
知
地
区
の
塩
谷
へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
は
ど

う
か
。

○
乗
り
継
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
。
例
え
ば
、瑞
穂

病
院
へ
行
こ
う
と
す
る
と
、そ
の
乗
り
継
ぎ

は
ど
う
な
る
の
か
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
も
行
け
る
よ
う
に
。

○
Ｊ
Ｒ
の
各
駅
を
基
本
路
線
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
は
な
い
か
。

○
下
山
か
ら
須
知
高
へ
の
路
線
を
重
視
す
る
こ

と
が
同
校
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
美
山
、

京
北
方
面
か
ら
同
校
へ
通
う
生
徒
の
利
便
性

も
考
え
る
べ
き
で
は
。

○
車
両
に
広
告
を
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。バ
ス

の
燃
料
代
く
ら
い
に
は
な
る
の
で
は
。

○
Ｊ
Ｒ
バ
ス
桧
山
駅
か
ら
須
知
高
へ
の
町
営
バ

ス
乗
り
入
れ
も
考
え
て
ほ
し
い
。

○
瑞
穂
地
区
の
質
美
線
で
瑞
穂
中
へ
通
学
す
る

場
合
、始
業
時
間
直
前
に
到
着
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
ど
う
な
の
か
。

○
旧
三
和
町
か
ら
瑞
穂
地
区
の
戸
津
川
へ
二
便

運
行
さ
れ
て
い
る
。
猪
鼻
・
戸
津
川
線
を
旧

三
和
町
の
大
原
ま
で
路
線
延
長
す
る
こ
と
で
、

綾
部
方
面
へ
の
交
通
網
整
備
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

○
利
用
者
の
少
な
い
路
線
の
廃
止
は
、さ
ら
に

利
用
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

○
瑞
穂
病
院
利
用
者
の
た
め
に
、病
院
玄
関
へ

の
乗
り
入
れ
を
考
え
て
ほ
し
い
。

   

　
町

●
多
く
の
方
に
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
眼
に
考
え
て
い
る
。
民
間
バ
ス
が
な

く
な
っ
た
今
、最
低
限
の
交
通
手
段
の
確
保

は
し
た
い
。
皆
さ
ん
の
思
い
が
す
べ
て
か
な
う

路
線
構
築
は
難
し
い
が
、最
大
限
の
努
力
は

し
た
い
。

●
一
番
利
用
が
多
い
の
は
朝
の
通
学
路
線
で
あ

り
、一
度
に
多
く
の
生
徒
を
乗
せ
ら
れ
る
大

型
バ
ス
を
使
用
し
て
い
る
。
小
型
バ
ス
の
運

行
や
便
数
は
今
後
、検
討
し
て
い
く
。
車
両
の

更
新
は
、議
会
な
ど
と
相
談
し
て
考
え
て
い

く
。
運
行
時
間
帯
は
、学
校
の
登
下
校
を
中

心
に
考
え
て
い
る
。

●
和
知
地
区
で
は
大
勢
の
児
童
・
生
徒
が
バ
ス

を
利
用
す
る
た
め
、大
型
バ
ス
で
な
い
と
対

応
で
き
な
い
。
塩
谷
に
つ
い
て
は
、道
が
狭
く
、

現
状
で
は
大
型
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
困
難
な

こ
と
か
ら
、週
二
回
の
小
型
バ
ス
運
行
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
先
、考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、早
急
な
乗
り
入
れ
は
難
し
い
。

●
瑞
穂
病
院
へ
は
、和
知
地
区
か
ら
だ
と
、町
中

央
公
民
館
、丹
波
マ
ー
ケ
ス
で
乗
り
換
え
が

必
要
。
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
は
、丹
波
マ

ー
ケ
ス
か
ら
と
な
る
。

●
Ｊ
Ｒ
の
便
と
駅
と
バ
ス
路
線
を
つ
な
ぐ
こ
と

で
利
便
性
を
図
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
下
山
駅
か
ら
の
須
知
高
校
利
用
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
和
知
駅
―
須
知

高
校
線
は
南
丹
市
美
山
町
や
綾
部
市
か
ら
の

利
用
も
あ
る
。

●（
車
両
へ
の
広
告
掲
載
）参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

●
（
桧
山
駅
―
須
知
高
路
線
の
提
言
は
）
道
路

運
送
法
や
Ｊ
Ｒ
と
の
競
合
な
ど
の
問
題
解
決

が
必
要
。
現
状
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
も
桧
山
―
須
知

高
路
線
を
削
減
し
た
。こ
う
し
た
現
状
も
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
バ
ス
停
で
の
乗
降
で
多
少
の
誤
差
が
生
じ
る
。

今
後
の
調
整
で
検
討
す
る
。

●
旧
三
和
町
か
ら
戸
津
川
へ
の
乗
り
入
れ
は
、

利
用
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
削
減
さ
れ
る
方

向
。
瑞
穂
地
区
か
ら
旧
三
和
町
へ
行
く
方
法

は
、路
線
延
長
を
含
め
て
今
後
検
討
す
る
。

●
現
時
点
で
路
線
廃
止
の
対
象
は
、瑞
穂
地
区

の
中
台
線
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
へ
向
か
う
便
。

利
用
者
が
な
い
の
が
現
状
だ
。
必
要
な
と
き

は
、臨
時
便
で
対
応
す
る
。

●（
瑞
穂
病
院
玄
関
へ
の
乗
り
入
れ
は
）新
路
線

で
検
討
し
て
い
る
。

便
数
・
料
金
は
？

　
運
行
本
数
や
料
金
は
、現
在
、検
討
中
で
す
が
、

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、利

便
性
の
あ
る
便
数
・
料
金
を
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

 

質
問
・
意
見

○
バ
ス
料
金
の
考
え
方
は
。
一
〇
〇
―
二
〇
〇

円
の
低
料
金
で
の
運
行
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
運
行
便
数
は
何
回
く
ら
い
あ
る

の
か
。
和
知
、瑞
穂
な
ど
へ
乗
り
継
ぐ
場
合
の

料
金
は
ど
う
な
る
の
か
。
料
金
の
地
域
格
差

の
解
消
を
。

○
和
知
地
区
の
「
寿
券
」
に
よ
る
高
齢
者
の
半

額
制
度
は
ど
う
な
る
の
か
。

   

　
町

●
料
金
・
便
数
は
現
在
、検
討
し
て
い
る
段
階
。

初
乗
り
運
賃
は
一
三
〇
円
。
ま
ず
は
こ
の
形

を
基
本
に
計
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
料
金

設
定
を
行
う
。
現
在
、瑞
穂
・
和
知
地
区
で
は
、

各
路
線
で
一
日
、四
―
五
往
復
し
て
い
る
。
そ

れ
く
ら
い
の
便
数
の
配
備
を
考
え
て
い
る
。

●
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、従
来
の
料
金
体
系

を
ベ
ー
ス
に
、ど
れ
だ
け
安
く
で
き
る
か
を
検

討
し
て
い
る
。「
寿
券
」
に
よ
る
高
齢
者
の
半

額
制
度
よ
り
も
、料
金
全
体
を
安
く
で
き
な

い
か
を
現
在
検
討
中
で
あ
る
が
現
時
点
で
は

未
決
定
。も
う
少
し
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い
。

 

情
報
手
段
の
一
元
化
は
？

　
情
報
手
段
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

へ
の
一
元
化
な
ど
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
な
質
問
・

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
情
報
の
一
元
化
に
つ
い
て
、町

民
の
負
担
は
。
事
業
は
三
年
く
ら
い
の
う
ち

に
進
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
取
り
込
み
を
進

め
て
ほ
し
い
。

   

　
町

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
一
元
化
を
早
期
に
検
討
す
る

考
え
。
多
く
の
財
源
が
必
要
と
な
る
が
、有

利
な
起
債
も
活
用
し
、ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て

い
き
た
い
。
個
人
負
担
は
で
き
る
だ
け
抑
え

る
方
向
で
進
め
た
い
。

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
付
加
機
能
と
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
を

取
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
自
治
に
つ
い
て

住
民
自
治
組
織
の
構
築
な
ど
地
域
自
治
に

対
す
る
質
問
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
住
民
自
治
組
織
の
早
期
の
構
築
を
望
む
。
　

住
民
自
治
組
織
は
、ど
う
い
う
形
で
構
築
す

る
の
か
。
行
政
区
単
位
で
は
細
か
す
ぎ
る
。
年

代
で
、考
え
方
も
暮
ら
し
方
も
異
な
る
。
検

討
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

   

　
町

●
二
月
に
先
進
地
（
広
島
県
安
芸
高
田
市
）を

視
察
し
た
。
平
成
十
八
年
度
は
内
部
で
研
究

し
、検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
住
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
。
既
存
の
振

興
会
組
織
の
取
り
組
み
も
あ
る
な
か
で
、意

見
を
聞
き
な
が
ら
組
織
の
あ
り
方
を
ま
と
め

る
考
え
。
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
住
民
説
明
会

な
ど
を
行
い
、十
九
年
度
に
は
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
地
域
自
治
に
対
す
る
気
運
も
高
め

て
い
き
た
い
。

子
育
て
・
教
育
な
ど

保
育
所
や
学
校
、社
会
教
育
な
ど
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
質
問
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
完
全
給
食
の
存
続
、延
長

保
育
時
間
の
現
状
維
持
を
。
学
童
保
育
の
対

象
年
齢（
小
学
三
年
ま
で
）の
拡
大
は
ど
う
か
。

○
質
美
保
育
所
の
統
合
は
、短
い
期
間
に
ど
の

よ
う
な
話
を
し
て
打
ち
出
し
た
の
か
。
学
校

に
つ
い
て
も
、存
続
さ
せ
て
地
域
活
性
化
を

考
え
て
い
く
方
向
も
必
要
で
は
な
い
か
。

○
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策
は
ど
う
か
。

○
中
学
校
の
学
校
給
食
一
元
化
を
。

○
バ
ス
通
学
費
の
地
域
格
差
の
統
一
を
。
三
キ

ロ
以
内
は
徒
歩
通
学
だ
が
、安
全
面
か
ら
バ

ス
通
学
に
で
き
な
い
か
。

○
中
央
公
民
館
施
設
の
近
代
化
の
考
え
は
。
使

用
料
の
改
善
を
。

  

　
町

●
統
一
し
た
保
育
料
に
完
全
給
食
の
主
食
は
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、丹
波
・
瑞
穂
の
保
育
所
に
は

完
全
給
食
の
設
備
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
副
食
給
食
と
な
っ
た
。

延
長
保
育
時
間
は
合
併
協
議
で
決
定
し
た
。

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、将
来
的
に
は
、ま
た

考
え
て
い
く
。
学
童
保
育
の
対
象
年
齢
拡
大

は
、場
所
や
指
導
員
の
問
題
も
あ
る
が
、保
護

者
の
思
い
も
聞
き
な
が
ら
、検
討
し
て
い
く
。

●
質
美
保
育
所
の
統
合
は
、旧
町
か
ら
引
き
継

い
だ
。
も
う
少
し
話
し
合
い
の
場
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
は
受
け
と
め
る
。一
方

的
に
進
め
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
学
校
の

統
合
に
つ
い
て
も
、方
法
を
考
え
な
が
ら
、皆

さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
。

●
子
ど
も
の
安
全
対
策
は
、各
学
校
で
、で
き
う

る
限
り
の
対
応
を
し
て
い
る
。
地
域
で
も
積

極
的
な
活
動
を
い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い
る
。

今
後
も
教
育
委
員
会
を
中
心
に
安
全
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

●
食
育
の
時
代
と
い
わ
れ
、そ
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、現
状
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

処
理
能
力
で
は
難
し
い
。
現
在
、条
件
整
備
を

検
討
し
て
い
る
の
で
、理
解
し
て
ほ
し
い
。

●
遠
距
離
通
学
補
助
は
、小
学
校
は
五
カ
年
、中

学
校
は
二
カ
年
を
め
ど
に
段
階
的
に
統
一
し

て
い
く
。
遠
距
離
通
学
の
国
の
基
準
は
四
キ

ロ
以
上
だ
が
、子
ど
も
の
安
全
確
保
は
重
要
。

集
団
下
校
を
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
学
校

と
調
整
し
て
い
く
。

●
全
町
的
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
公
民
館

建
設
に
一
致
し
た
と
き
実
施
す
る
の
が
良
い

と
考
え
る
。
ま
た
、維
持
管
理
費
の
見
極
め
、

使
用
頻
度
、設
置
後
の
あ
り
方
を
総
括
し
な

が
ら
進
め
る
も
の
と
考
え
る
。
使
用
料
の
改

善
は
検
討
す
る
。

農
林
業
に
つ
い
て

集
落
営
農
や
有
害
鳥
獣
対
策
、林
業
振
興
な

ど
へ
の
質
問
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
森
林
を
守
る
林
業
振
興
へ
の
考
え
方
は
。

○
合
併
協
定
項
目
で
、農
林
業
関
係
は
新
町
で

調
整
す
る
項
目
が
多
い
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。マ
ツ
タ
ケ
振
興
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
は
廃

止
項
目
が
多
い
が
、関
係
団
体
と
の
協
議
は
。

○
集
落
営
農
の
見
通
し
は
。
有
害
鳥
獣
対
策
へ

の
考
え
は
。

○
水
路
な
ど
の
農
業
関
連
施
設
が
老
朽
化
し
て
、

改
修
が
必
要
。
従
前
か
ら
の
農
林
業
振
興
事

業
の
継
続
を
。

    

　
町

●
豊
か
な
ふ
る
さ
と
と
し
て
子
や
孫
に
引
き
継

ぐ
森
林
、地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
森
林
を
守
る
の
は
大
切
な

課
題
だ
。
山
を
守
る
方
向
性
、国
や
府
の
動

向
も
あ
る
。
皆
さ
ん
の
智
恵
を
い
た
だ
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
調
整
で
き
し
だ
い
、関
係
団
体
を
通
じ
て
報

告
す
る
。マ
ツ
タ
ケ
振
興
に
つ
い
て
は
、森
林

組
合
な
ど
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

●
今
後
、農
地
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
、農
業
を

ど
う
と
ら
ま
え
て
い
く
の
か
、地
域
農
場
づ

く
り
協
議
会
な
ど
地
域
で
、し
っ
か
り
と
話

し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

鹿
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
る
。
今
後
は
地

域
の
話
し
合
い
の
な
か
で
効
果
的
に
駆
除
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
財
源
の
許
す
範
囲
で
、で
き
る
限
り
の
こ
と

を
し
て
い
く
考
え
だ
。

道
路
・
上
下
水
道
な
ど

道
路
や
上
下
水
道
、除
雪
な
ど
に
つ
い
て
の

質
問
・
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
町
道
拡
幅
改
良
事
業
に
差
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
平
等
な
行
政
を
望
む
。

○
未
給
水
団
地
の
加
入
つ
い
て
は
、団
地
内
の

七
〇
％
以
上
の
一
斉
加
入
が
必
要
と
聞
い
て

い
る
が
緩
和
す
る
考
え
は
。

○
集
落
に
対
す
る
除
雪
の
補
助
金
は
。
掘
削
し

た
温
泉
の
早
期
の
活
用
を
期
待
す
る
。

○
明
俊
小
前
の
歩
道
橋
の
い
き
さ
つ
は
。

   

　
町

●
総
延
長
三
百
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
道
が

あ
り
、格
差
が
出
て
い
る
も
の
を
互
い
に
ど

う
納
得
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、理
解
し
合
う
こ

と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

●
現
在
、団
地
内
区
画
数
の
五
〇
％
以
上
の
一

斉
加
入
と
し
て
お
り
、さ
ら
に
団
地
内
を
細

分
化
し
た
区
画
数
で
の
考
え
方
と
し
て
い
る
。

団
地
内
道
路
が
民
有
地
で
あ
る
な
ど
課
題
は

あ
る
が
、給
水
条
件
が
整
い
し
だ
い
、順
次
進

め
て
い
く
。

●
た
い
へ
ん
な
除
雪
作
業
を
お
世
話
に
な
っ
た
。

燃
料
代
程
度
だ
が
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

温
泉
は
、畑
川
ダ
ム
周
辺
整
備
の
柱
と
し
て

位
置
づ
け
進
め
て
き
た
。
ダ
ム
用
地
の
七
割

が
買
収
済
み
。
町
道
の
付
替
工
事
も
進
ん
で

い
る
が
、ダ
ム
本
体
の
工
事
が
遅
れ
て
い
る
。

議
会
と
も
十
分
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

●
歩
道
橋
の
老
朽
化
と
併
せ
、学
校
前
の
道
路

も
車
線
増
で
広
く
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、歩

道
橋
が
設
置
さ
れ
た
。
全
体
的
な
計
画
を
踏

ま
え
施
工
さ
れ
た
も
の
。

福
祉
・
医
療
な
ど

福
祉
・
医
療
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
質
問
・

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、旧
瑞
穂
町
の

制
度
か
ら
後
退
し
た
。

○
瑞
穂
病
院
で
薬
の
出
る
時
間
が
遅
い
。

○
ね
こ
が
増
え
て
困
っ
て
い
る
。
放
し
飼
い
に
し

て
飼
っ
て
い
る
人
も
い
る
。ペ
ッ
ト
に
関
す
る

条
例
を
つ
く
れ
な
い
か
。

   

　
町

●
介
護
保
険
法
の
改
正
、障
害
者
自
立
支
援
法

の
制
定
に
基
づ
き
、そ
の
支
援
を
検
討
す
る
。

●
自
動
受
付
機
の
導
入
な
ど
時
間
短
縮
に
努
め

て
い
る
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、よ

り
よ
い
病
院
運
営
に
努
め
る
。

●
旧
瑞
穂
町
に
条
例
が
あ
っ
た
が
、動
物
愛
護

の
面
で
捕
獲
な
ど
に
不
都
合
が
生
じ
た
。
動

物
愛
護
と
の
整
合
性
も
考
え
、検
討
す
る
。

広
報
・
広
聴
に
つ
い
て

今
後
も
町
政
懇
談
会
の
開
催
を
望
む
声
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
こ
う
し
た
懇
談
会
を
年
二
回
は
開
い
て
ほ
し

い
。
集
落
ご
と
に
開
催
す
る
の
が
良
い
の
で
は
。

場
の
雰
囲
気
が
堅
い
。
和
や
か
に
懇
談
で
き

る
場
を
設
け
て
ほ
し
い
。

○
合
併
後
に
決
定
さ
れ
た
も
の
な
ど
は
、よ
り

早
く
情
報
伝
達
を
。

○
議
会
定
例
会
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し

な
い
の
か
。

   

　
町

●
年
二
回
開
く
方
向
で
努
力
す
る
が
、最
低
で

も
年
一
回
は
開
い
て
い
く
。
懇
談
会
の
あ
り
方

や
テ
ー
マ
な
ど
を
ご
提
言
い
た
だ
き
、堅
苦

し
く
な
い
、話
し
合
い
の
場
に
な
る
よ
う
努

め
る
。
開
催
単
位
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

●
町
の
方
針
が
定
ま
る
と
き
、定
ま
っ
た
と
き
に

は
、考
え
方
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
。
情
報
伝
達
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
活
用
し
た
い
。

●
十
二
月
議
会
に
つ
い
て
は
公
平
で
公
正
な
情

報
提
供
の
点
か
ら
放
映
し
な
か
っ
た
が
、三

月
議
会
は
放
映
す
る
見
通
し
。
丹
波
・
和
知

地
区
に
つ
い
て
は
、本
庁
・
支
所
の
モ
ニ
タ
ー

で
放
映
し
、希
望
者
に
は
ダ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
予
定
だ
。

そ
の
他
、行
政
運
営
な
ど

そ
の
ほ
か
、行
政
運
営
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
質

問
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
瑞
穂
地
区
の
旧
病
院
跡
地
、保
育
所
予
定
地

の
活
用
は
。
病
院
跡
地
を
文
教
ゾ
ー
ン
に
し

て
は
ど
う
か
。
三
ノ
宮
地
区
の
倉
庫
な
ど
町

の
施
設
は
、今
ま
で
通
り
利
用
で
き
る
の
か
。

○
助
役
・
収
入
役
の
数
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
は
な

い
か
。

○
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
問
題
が
議
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
が
、公
平
、公
正
な
行
政
が
展

開
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

○
瑞
穂
地
区
で
は
投
票
所
が
少
な
く
な
る
の
か
。

   

　
町

●（
病
院
跡
地
、保
育
所
予
定
地
）現
時
点
で
の

活
用
は
未
定
。
今
後
、十
分
研
究
し
な
が
ら

検
討
す
る
。
三
ノ
宮
地
区
の
倉
庫
は
、地
域
活

性
化
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

●
助
役
二
人
制
は
、旧
三
町
の
基
本
路
線
を
引

き
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
た
め
、き
め
細
か
な
こ

と
を
熟
知
し
て
い
る
人
を
助
役
と
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、議
会
に
お
願
い
し
た
。
収
入

役
は
町
参
事
が
代
理
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
固
定
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、時
代
の

流
れ
を
見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

●
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
た
面
が
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
反
省
す
べ
き
は
反
省
し
、組
織
体
制

を
整
え
て
い
く
。
議
会
な
ど
に
も
、う
や
む
や

に
せ
ず
報
告
す
る
。

●
選
挙
が
公
平
・
公
正
に
執
行
で
き
る
よ
う
に
、

投
票
所
へ
の
バ
ス
送
迎
を
含
め
検
討
し
て
い

く
。

■町政懇談会参加者数（人）

 会　　場 参加者数

竹野基幹集落センター ４１

町中央公民館 ７２

町中央公民館 ３９

下山集会所 ５１

山村開発センターみずほ ６１

梅田振興センター ４５

 会　　場 参加者数

三ノ宮基幹集落センター ４７

質美小学校 ４６

市場ふれあいプラザ ６１

細谷共同集会所 ４５

和知ふれあいセンター ７７

合　　計 ５８５

特集

町からの説明に耳を傾ける参加者（和知ふれあいセンター）

今後のまちづくり方針を説明する松原町長（町中央公民館）

懇談会では、子育てや教育に関する意見も多くあった
（写真は瑞穂地区の桧山保育所）
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特集

町
政
懇
談
会

町政懇談会

新
し
い
町
営
バ
ス
路
線
や
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
話
し
合
う

新しい町営バス路線や、
今後のまちづくりを話し合う

合
併
後
初
と
な
る
「
平
成
十
七
年
度
町
政
懇
談
会
」
を
二
月
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、

町
内
十
一
カ
所
を
会
場
と
し
て
開
催
し
、
延
べ
約
五
百
八
十
人
の
町
民
が
参
加
。

平
成
十
八
年
度
の
施
政
方
針
や
、

新
年
度
か
ら
再
編
す
る
町
営
バ
ス
路
線
案
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
、

参
加
者
と
意
見
を
交
わ
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
は
、
懇
談
会
の
な
か
で
参
加
者
か
ら
出
た
意
見
や
質
問
、

そ
れ
に
対
す
る
回
答
（
い
ず
れ
も
要
旨
）
な
ど
を
ま
と
め
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

新
路
線
の
概
要

町
営
バ
ス
新
路
線
案
で
は
、旧
瑞
穂
町
・
旧
和

知
町
の
路
線
を
、ほ
ぼ
現
行
の
と
お
り
残
し
、丹

波
・
瑞
穂
・
和
知
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
、丹
波
桧

山
線
（
町
中
央
公
民
館
―
丹
波
マ
ー
ケ
ス
―
瑞

穂
病
院
―
Ｊ
Ｒ
バ
ス
桧
山
駅
間
）と
、丹
波
和
知

線
（
町
中
央
公
民
館
―
丹
波
マ
ー
ケ
ス
―
Ｊ
Ｒ

和
知
駅
間
）の
二
路
線（
い
ず
れ
も
仮
称
）を
新

設
し
ま
す
。

合
併
後
に
設
置
し
た
須
知
高
校
線
（
Ｊ
Ｒ
和

知
駅
―
須
知
高
校
）は
廃
止
し
、丹
波
和
知
線

が
同
校
を
経
由
す
る
予
定
で
す
。

旧
丹
波
町
が
行
っ
て
い
た
町
民
バ
ス
は
、町
営

バ
ス
方
式
に
再
編
し
、有
償
運
送
に
変
更
。ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
空
き
時
間
を
利
用
し
、週
二
回
の
運

行
だ
っ
た
路
線
を
、竹
野
線（
町
中
央
公
民
館
―

丹
波
・
口
八
田
）、高
原
・
下
山
線（
同
公
民
館
―

丹
波
・
下
山
）と
し
て
運
行
す
る
予
定
で
す
。

 

質
問
・
意
見

○
高
齢
化
が
進
む
な
か
、乗
車
対
象
を
ど
こ
に

据
え
る
の
か
。
隅
々
ま
で
の
運
行
が
理
想
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。
運
行
計
画
の
変
更
な
ど

は
弾
力
的
に
考
え
ら
れ
る
の
か
。

○
利
用
者
が
少
な
い
路
線
は
小
型
バ
ス
を
増
便

し
、通
学
バ
ス
は
大
型
で
運
行
す
る
な
ど
経

済
的
な
運
行
を
。タ
ク
シ
ー
バ
ス
、低
床
バ
ス

な
ど
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

○
和
知
地
区
の
塩
谷
へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
は
ど

う
か
。

○
乗
り
継
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
。
例
え
ば
、瑞
穂

病
院
へ
行
こ
う
と
す
る
と
、そ
の
乗
り
継
ぎ

は
ど
う
な
る
の
か
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
も
行
け
る
よ
う
に
。

○
Ｊ
Ｒ
の
各
駅
を
基
本
路
線
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
は
な
い
か
。

○
下
山
か
ら
須
知
高
へ
の
路
線
を
重
視
す
る
こ

と
が
同
校
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
美
山
、

京
北
方
面
か
ら
同
校
へ
通
う
生
徒
の
利
便
性

も
考
え
る
べ
き
で
は
。

○
車
両
に
広
告
を
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。バ
ス

の
燃
料
代
く
ら
い
に
は
な
る
の
で
は
。

○
Ｊ
Ｒ
バ
ス
桧
山
駅
か
ら
須
知
高
へ
の
町
営
バ

ス
乗
り
入
れ
も
考
え
て
ほ
し
い
。

○
瑞
穂
地
区
の
質
美
線
で
瑞
穂
中
へ
通
学
す
る

場
合
、始
業
時
間
直
前
に
到
着
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
ど
う
な
の
か
。

○
旧
三
和
町
か
ら
瑞
穂
地
区
の
戸
津
川
へ
二
便

運
行
さ
れ
て
い
る
。
猪
鼻
・
戸
津
川
線
を
旧

三
和
町
の
大
原
ま
で
路
線
延
長
す
る
こ
と
で
、

綾
部
方
面
へ
の
交
通
網
整
備
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

○
利
用
者
の
少
な
い
路
線
の
廃
止
は
、さ
ら
に

利
用
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

○
瑞
穂
病
院
利
用
者
の
た
め
に
、病
院
玄
関
へ

の
乗
り
入
れ
を
考
え
て
ほ
し
い
。

   

　
町

●
多
く
の
方
に
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
眼
に
考
え
て
い
る
。
民
間
バ
ス
が
な

く
な
っ
た
今
、最
低
限
の
交
通
手
段
の
確
保

は
し
た
い
。
皆
さ
ん
の
思
い
が
す
べ
て
か
な
う

路
線
構
築
は
難
し
い
が
、最
大
限
の
努
力
は

し
た
い
。

●
一
番
利
用
が
多
い
の
は
朝
の
通
学
路
線
で
あ

り
、一
度
に
多
く
の
生
徒
を
乗
せ
ら
れ
る
大

型
バ
ス
を
使
用
し
て
い
る
。
小
型
バ
ス
の
運

行
や
便
数
は
今
後
、検
討
し
て
い
く
。
車
両
の

更
新
は
、議
会
な
ど
と
相
談
し
て
考
え
て
い

く
。
運
行
時
間
帯
は
、学
校
の
登
下
校
を
中

心
に
考
え
て
い
る
。

●
和
知
地
区
で
は
大
勢
の
児
童
・
生
徒
が
バ
ス

を
利
用
す
る
た
め
、大
型
バ
ス
で
な
い
と
対

応
で
き
な
い
。
塩
谷
に
つ
い
て
は
、道
が
狭
く
、

現
状
で
は
大
型
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
困
難
な

こ
と
か
ら
、週
二
回
の
小
型
バ
ス
運
行
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
先
、考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、早
急
な
乗
り
入
れ
は
難
し
い
。

●
瑞
穂
病
院
へ
は
、和
知
地
区
か
ら
だ
と
、町
中

央
公
民
館
、丹
波
マ
ー
ケ
ス
で
乗
り
換
え
が

必
要
。
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
は
、丹
波
マ

ー
ケ
ス
か
ら
と
な
る
。

●
Ｊ
Ｒ
の
便
と
駅
と
バ
ス
路
線
を
つ
な
ぐ
こ
と

で
利
便
性
を
図
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
下
山
駅
か
ら
の
須
知
高
校
利
用
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
和
知
駅
―
須
知

高
校
線
は
南
丹
市
美
山
町
や
綾
部
市
か
ら
の

利
用
も
あ
る
。

●（
車
両
へ
の
広
告
掲
載
）参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

●
（
桧
山
駅
―
須
知
高
路
線
の
提
言
は
）
道
路

運
送
法
や
Ｊ
Ｒ
と
の
競
合
な
ど
の
問
題
解
決

が
必
要
。
現
状
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
も
桧
山
―
須
知

高
路
線
を
削
減
し
た
。こ
う
し
た
現
状
も
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
バ
ス
停
で
の
乗
降
で
多
少
の
誤
差
が
生
じ
る
。

今
後
の
調
整
で
検
討
す
る
。

●
旧
三
和
町
か
ら
戸
津
川
へ
の
乗
り
入
れ
は
、

利
用
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
削
減
さ
れ
る
方

向
。
瑞
穂
地
区
か
ら
旧
三
和
町
へ
行
く
方
法

は
、路
線
延
長
を
含
め
て
今
後
検
討
す
る
。

●
現
時
点
で
路
線
廃
止
の
対
象
は
、瑞
穂
地
区

の
中
台
線
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
へ
向
か
う
便
。

利
用
者
が
な
い
の
が
現
状
だ
。
必
要
な
と
き

は
、臨
時
便
で
対
応
す
る
。

●（
瑞
穂
病
院
玄
関
へ
の
乗
り
入
れ
は
）新
路
線

で
検
討
し
て
い
る
。

便
数
・
料
金
は
？

　
運
行
本
数
や
料
金
は
、現
在
、検
討
中
で
す
が
、

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、利

便
性
の
あ
る
便
数
・
料
金
を
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

 

質
問
・
意
見

○
バ
ス
料
金
の
考
え
方
は
。
一
〇
〇
―
二
〇
〇

円
の
低
料
金
で
の
運
行
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
運
行
便
数
は
何
回
く
ら
い
あ
る

の
か
。
和
知
、瑞
穂
な
ど
へ
乗
り
継
ぐ
場
合
の

料
金
は
ど
う
な
る
の
か
。
料
金
の
地
域
格
差

の
解
消
を
。

○
和
知
地
区
の
「
寿
券
」
に
よ
る
高
齢
者
の
半

額
制
度
は
ど
う
な
る
の
か
。

   

　
町

●
料
金
・
便
数
は
現
在
、検
討
し
て
い
る
段
階
。

初
乗
り
運
賃
は
一
三
〇
円
。
ま
ず
は
こ
の
形

を
基
本
に
計
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
料
金

設
定
を
行
う
。
現
在
、瑞
穂
・
和
知
地
区
で
は
、

各
路
線
で
一
日
、四
―
五
往
復
し
て
い
る
。
そ

れ
く
ら
い
の
便
数
の
配
備
を
考
え
て
い
る
。

●
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、従
来
の
料
金
体
系

を
ベ
ー
ス
に
、ど
れ
だ
け
安
く
で
き
る
か
を
検

討
し
て
い
る
。「
寿
券
」
に
よ
る
高
齢
者
の
半

額
制
度
よ
り
も
、料
金
全
体
を
安
く
で
き
な

い
か
を
現
在
検
討
中
で
あ
る
が
現
時
点
で
は

未
決
定
。も
う
少
し
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い
。

 

情
報
手
段
の
一
元
化
は
？

　
情
報
手
段
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

へ
の
一
元
化
な
ど
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
な
質
問
・

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 
質
問
・
意
見

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
情
報
の
一
元
化
に
つ
い
て
、町

民
の
負
担
は
。
事
業
は
三
年
く
ら
い
の
う
ち

に
進
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
取
り
込
み
を
進

め
て
ほ
し
い
。

   

　
町

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
一
元
化
を
早
期
に
検
討
す
る

考
え
。
多
く
の
財
源
が
必
要
と
な
る
が
、有

利
な
起
債
も
活
用
し
、ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て

い
き
た
い
。
個
人
負
担
は
で
き
る
だ
け
抑
え

る
方
向
で
進
め
た
い
。

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
付
加
機
能
と
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
を

取
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
自
治
に
つ
い
て

住
民
自
治
組
織
の
構
築
な
ど
地
域
自
治
に

対
す
る
質
問
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
住
民
自
治
組
織
の
早
期
の
構
築
を
望
む
。
　

住
民
自
治
組
織
は
、ど
う
い
う
形
で
構
築
す

る
の
か
。
行
政
区
単
位
で
は
細
か
す
ぎ
る
。
年

代
で
、考
え
方
も
暮
ら
し
方
も
異
な
る
。
検

討
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

   

　
町

●
二
月
に
先
進
地
（
広
島
県
安
芸
高
田
市
）を

視
察
し
た
。
平
成
十
八
年
度
は
内
部
で
研
究

し
、検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
住
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
。
既
存
の
振

興
会
組
織
の
取
り
組
み
も
あ
る
な
か
で
、意

見
を
聞
き
な
が
ら
組
織
の
あ
り
方
を
ま
と
め

る
考
え
。
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
住
民
説
明
会

な
ど
を
行
い
、十
九
年
度
に
は
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
地
域
自
治
に
対
す
る
気
運
も
高
め

て
い
き
た
い
。

子
育
て
・
教
育
な
ど

保
育
所
や
学
校
、社
会
教
育
な
ど
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
質
問
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
完
全
給
食
の
存
続
、延
長

保
育
時
間
の
現
状
維
持
を
。
学
童
保
育
の
対

象
年
齢（
小
学
三
年
ま
で
）の
拡
大
は
ど
う
か
。

○
質
美
保
育
所
の
統
合
は
、短
い
期
間
に
ど
の

よ
う
な
話
を
し
て
打
ち
出
し
た
の
か
。
学
校

に
つ
い
て
も
、存
続
さ
せ
て
地
域
活
性
化
を

考
え
て
い
く
方
向
も
必
要
で
は
な
い
か
。

○
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策
は
ど
う
か
。

○
中
学
校
の
学
校
給
食
一
元
化
を
。

○
バ
ス
通
学
費
の
地
域
格
差
の
統
一
を
。
三
キ

ロ
以
内
は
徒
歩
通
学
だ
が
、安
全
面
か
ら
バ

ス
通
学
に
で
き
な
い
か
。

○
中
央
公
民
館
施
設
の
近
代
化
の
考
え
は
。
使

用
料
の
改
善
を
。

  

　
町

●
統
一
し
た
保
育
料
に
完
全
給
食
の
主
食
は
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、丹
波
・
瑞
穂
の
保
育
所
に
は

完
全
給
食
の
設
備
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
副
食
給
食
と
な
っ
た
。

延
長
保
育
時
間
は
合
併
協
議
で
決
定
し
た
。

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、将
来
的
に
は
、ま
た

考
え
て
い
く
。
学
童
保
育
の
対
象
年
齢
拡
大

は
、場
所
や
指
導
員
の
問
題
も
あ
る
が
、保
護

者
の
思
い
も
聞
き
な
が
ら
、検
討
し
て
い
く
。

●
質
美
保
育
所
の
統
合
は
、旧
町
か
ら
引
き
継

い
だ
。
も
う
少
し
話
し
合
い
の
場
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
は
受
け
と
め
る
。一
方

的
に
進
め
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
学
校
の

統
合
に
つ
い
て
も
、方
法
を
考
え
な
が
ら
、皆

さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
。

●
子
ど
も
の
安
全
対
策
は
、各
学
校
で
、で
き
う

る
限
り
の
対
応
を
し
て
い
る
。
地
域
で
も
積

極
的
な
活
動
を
い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い
る
。

今
後
も
教
育
委
員
会
を
中
心
に
安
全
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

●
食
育
の
時
代
と
い
わ
れ
、そ
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、現
状
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

処
理
能
力
で
は
難
し
い
。
現
在
、条
件
整
備
を

検
討
し
て
い
る
の
で
、理
解
し
て
ほ
し
い
。

●
遠
距
離
通
学
補
助
は
、小
学
校
は
五
カ
年
、中

学
校
は
二
カ
年
を
め
ど
に
段
階
的
に
統
一
し

て
い
く
。
遠
距
離
通
学
の
国
の
基
準
は
四
キ

ロ
以
上
だ
が
、子
ど
も
の
安
全
確
保
は
重
要
。

集
団
下
校
を
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
学
校

と
調
整
し
て
い
く
。

●
全
町
的
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
公
民
館

建
設
に
一
致
し
た
と
き
実
施
す
る
の
が
良
い

と
考
え
る
。
ま
た
、維
持
管
理
費
の
見
極
め
、

使
用
頻
度
、設
置
後
の
あ
り
方
を
総
括
し
な

が
ら
進
め
る
も
の
と
考
え
る
。
使
用
料
の
改

善
は
検
討
す
る
。

農
林
業
に
つ
い
て

集
落
営
農
や
有
害
鳥
獣
対
策
、林
業
振
興
な

ど
へ
の
質
問
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
森
林
を
守
る
林
業
振
興
へ
の
考
え
方
は
。

○
合
併
協
定
項
目
で
、農
林
業
関
係
は
新
町
で

調
整
す
る
項
目
が
多
い
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。マ
ツ
タ
ケ
振
興
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
は
廃

止
項
目
が
多
い
が
、関
係
団
体
と
の
協
議
は
。

○
集
落
営
農
の
見
通
し
は
。
有
害
鳥
獣
対
策
へ

の
考
え
は
。

○
水
路
な
ど
の
農
業
関
連
施
設
が
老
朽
化
し
て
、

改
修
が
必
要
。
従
前
か
ら
の
農
林
業
振
興
事

業
の
継
続
を
。

    

　
町

●
豊
か
な
ふ
る
さ
と
と
し
て
子
や
孫
に
引
き
継

ぐ
森
林
、地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
森
林
を
守
る
の
は
大
切
な

課
題
だ
。
山
を
守
る
方
向
性
、国
や
府
の
動

向
も
あ
る
。
皆
さ
ん
の
智
恵
を
い
た
だ
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
調
整
で
き
し
だ
い
、関
係
団
体
を
通
じ
て
報

告
す
る
。マ
ツ
タ
ケ
振
興
に
つ
い
て
は
、森
林

組
合
な
ど
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

●
今
後
、農
地
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
、農
業
を

ど
う
と
ら
ま
え
て
い
く
の
か
、地
域
農
場
づ

く
り
協
議
会
な
ど
地
域
で
、し
っ
か
り
と
話

し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

鹿
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
る
。
今
後
は
地

域
の
話
し
合
い
の
な
か
で
効
果
的
に
駆
除
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
財
源
の
許
す
範
囲
で
、で
き
る
限
り
の
こ
と

を
し
て
い
く
考
え
だ
。

道
路
・
上
下
水
道
な
ど

道
路
や
上
下
水
道
、除
雪
な
ど
に
つ
い
て
の

質
問
・
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
町
道
拡
幅
改
良
事
業
に
差
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
平
等
な
行
政
を
望
む
。

○
未
給
水
団
地
の
加
入
つ
い
て
は
、団
地
内
の

七
〇
％
以
上
の
一
斉
加
入
が
必
要
と
聞
い
て

い
る
が
緩
和
す
る
考
え
は
。

○
集
落
に
対
す
る
除
雪
の
補
助
金
は
。
掘
削
し

た
温
泉
の
早
期
の
活
用
を
期
待
す
る
。

○
明
俊
小
前
の
歩
道
橋
の
い
き
さ
つ
は
。

   

　
町

●
総
延
長
三
百
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
道
が

あ
り
、格
差
が
出
て
い
る
も
の
を
互
い
に
ど

う
納
得
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、理
解
し
合
う
こ

と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

●
現
在
、団
地
内
区
画
数
の
五
〇
％
以
上
の
一

斉
加
入
と
し
て
お
り
、さ
ら
に
団
地
内
を
細

分
化
し
た
区
画
数
で
の
考
え
方
と
し
て
い
る
。

団
地
内
道
路
が
民
有
地
で
あ
る
な
ど
課
題
は

あ
る
が
、給
水
条
件
が
整
い
し
だ
い
、順
次
進

め
て
い
く
。

●
た
い
へ
ん
な
除
雪
作
業
を
お
世
話
に
な
っ
た
。

燃
料
代
程
度
だ
が
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

温
泉
は
、畑
川
ダ
ム
周
辺
整
備
の
柱
と
し
て

位
置
づ
け
進
め
て
き
た
。
ダ
ム
用
地
の
七
割

が
買
収
済
み
。
町
道
の
付
替
工
事
も
進
ん
で

い
る
が
、ダ
ム
本
体
の
工
事
が
遅
れ
て
い
る
。

議
会
と
も
十
分
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

●
歩
道
橋
の
老
朽
化
と
併
せ
、学
校
前
の
道
路

も
車
線
増
で
広
く
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、歩

道
橋
が
設
置
さ
れ
た
。
全
体
的
な
計
画
を
踏

ま
え
施
工
さ
れ
た
も
の
。

福
祉
・
医
療
な
ど

福
祉
・
医
療
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
質
問
・

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、旧
瑞
穂
町
の

制
度
か
ら
後
退
し
た
。

○
瑞
穂
病
院
で
薬
の
出
る
時
間
が
遅
い
。

○
ね
こ
が
増
え
て
困
っ
て
い
る
。
放
し
飼
い
に
し

て
飼
っ
て
い
る
人
も
い
る
。ペ
ッ
ト
に
関
す
る

条
例
を
つ
く
れ
な
い
か
。

   

　
町

●
介
護
保
険
法
の
改
正
、障
害
者
自
立
支
援
法

の
制
定
に
基
づ
き
、そ
の
支
援
を
検
討
す
る
。

●
自
動
受
付
機
の
導
入
な
ど
時
間
短
縮
に
努
め

て
い
る
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、よ

り
よ
い
病
院
運
営
に
努
め
る
。

●
旧
瑞
穂
町
に
条
例
が
あ
っ
た
が
、動
物
愛
護

の
面
で
捕
獲
な
ど
に
不
都
合
が
生
じ
た
。
動

物
愛
護
と
の
整
合
性
も
考
え
、検
討
す
る
。

広
報
・
広
聴
に
つ
い
て

今
後
も
町
政
懇
談
会
の
開
催
を
望
む
声
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
こ
う
し
た
懇
談
会
を
年
二
回
は
開
い
て
ほ
し

い
。
集
落
ご
と
に
開
催
す
る
の
が
良
い
の
で
は
。

場
の
雰
囲
気
が
堅
い
。
和
や
か
に
懇
談
で
き

る
場
を
設
け
て
ほ
し
い
。

○
合
併
後
に
決
定
さ
れ
た
も
の
な
ど
は
、よ
り

早
く
情
報
伝
達
を
。

○
議
会
定
例
会
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し

な
い
の
か
。

   

　
町

●
年
二
回
開
く
方
向
で
努
力
す
る
が
、最
低
で

も
年
一
回
は
開
い
て
い
く
。
懇
談
会
の
あ
り
方

や
テ
ー
マ
な
ど
を
ご
提
言
い
た
だ
き
、堅
苦

し
く
な
い
、話
し
合
い
の
場
に
な
る
よ
う
努

め
る
。
開
催
単
位
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

●
町
の
方
針
が
定
ま
る
と
き
、定
ま
っ
た
と
き
に

は
、考
え
方
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
。
情
報
伝
達
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
活
用
し
た
い
。

●
十
二
月
議
会
に
つ
い
て
は
公
平
で
公
正
な
情

報
提
供
の
点
か
ら
放
映
し
な
か
っ
た
が
、三

月
議
会
は
放
映
す
る
見
通
し
。
丹
波
・
和
知

地
区
に
つ
い
て
は
、本
庁
・
支
所
の
モ
ニ
タ
ー

で
放
映
し
、希
望
者
に
は
ダ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
予
定
だ
。

そ
の
他
、行
政
運
営
な
ど

そ
の
ほ
か
、行
政
運
営
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
質

問
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

 

質
問
・
意
見

○
瑞
穂
地
区
の
旧
病
院
跡
地
、保
育
所
予
定
地

の
活
用
は
。
病
院
跡
地
を
文
教
ゾ
ー
ン
に
し

て
は
ど
う
か
。
三
ノ
宮
地
区
の
倉
庫
な
ど
町

の
施
設
は
、今
ま
で
通
り
利
用
で
き
る
の
か
。

○
助
役
・
収
入
役
の
数
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
は
な

い
か
。

○
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
問
題
が
議
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
が
、公
平
、公
正
な
行
政
が
展

開
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

○
瑞
穂
地
区
で
は
投
票
所
が
少
な
く
な
る
の
か
。

   

　
町

●（
病
院
跡
地
、保
育
所
予
定
地
）現
時
点
で
の

活
用
は
未
定
。
今
後
、十
分
研
究
し
な
が
ら

検
討
す
る
。
三
ノ
宮
地
区
の
倉
庫
は
、地
域
活

性
化
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

●
助
役
二
人
制
は
、旧
三
町
の
基
本
路
線
を
引

き
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
た
め
、き
め
細
か
な
こ

と
を
熟
知
し
て
い
る
人
を
助
役
と
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、議
会
に
お
願
い
し
た
。
収
入

役
は
町
参
事
が
代
理
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
固
定
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、時
代
の

流
れ
を
見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

●
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
た
面
が
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
反
省
す
べ
き
は
反
省
し
、組
織
体
制

を
整
え
て
い
く
。
議
会
な
ど
に
も
、う
や
む
や

に
せ
ず
報
告
す
る
。

●
選
挙
が
公
平
・
公
正
に
執
行
で
き
る
よ
う
に
、

投
票
所
へ
の
バ
ス
送
迎
を
含
め
検
討
し
て
い

く
。

■町政懇談会参加者数（人）

 会　　場 参加者数

竹野基幹集落センター ４１

町中央公民館 ７２

町中央公民館 ３９

下山集会所 ５１

山村開発センターみずほ ６１

梅田振興センター ４５

 会　　場 参加者数

三ノ宮基幹集落センター ４７

質美小学校 ４６

市場ふれあいプラザ ６１

細谷共同集会所 ４５

和知ふれあいセンター ７７

合　　計 ５８５

特集

町からの説明に耳を傾ける参加者（和知ふれあいセンター）

今後のまちづくり方針を説明する松原町長（町中央公民館）

懇談会では、子育てや教育に関する意見も多くあった
（写真は瑞穂地区の桧山保育所）



KYOTAMBA TOWN◆7 6

式
辞
で
町
長
は
、
合
併
に
力
を
注
い
で
き
た
多
く

の
方
々
へ
の
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
る
と

と
も
に
、「
人
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
位
置
づ
け
、

人
び
と
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
ら
が
考
え
、
住

民
の
皆
様
が
強
い
絆
の
も
と
に
交
流
、
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
地

方
自
治
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
三
町
が
築
い
て

き
た
輝
か
し
い
歴
史
と
先
人
の
足
跡
に
学
び
、
自
立

自
治
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
羽
ば
た
く
京
丹
波

町
を
確
立
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

次
に
、
岡
本
勇
・
町
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
た

あ
と
、
総
務
大
臣
代
理
の
幸
田
雅
治
・
総
務
省
消
防

庁
総
務
課
長
、
京
都
府
知
事
代
理
の
麻
生
純
・
副
知

事
、
中
川
泰
宏
・
衆
議
院
議
員
、
京
都
府
議
会
議
長

代
理
の
上
田
秀
男
・
府
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
が
あ
り

式
典
の
最
後
に
は
、
祝
典
芸
能
と
し
て
、
和
知
地

区
の
伝
統
芸
能
で
、
京
都
府
指
定
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
小
畑
万
歳
」
が
披
露
さ
れ
、
掛
け

合
い
の
太
夫
（
た
ゆ
う
）
と
才
蔵
（
さ
い
ぞ
う
）、
三

味
線
（
し
ゃ
み
せ
ん
）
の
三
人
一
組
で
演
じ
る
古
典

万
歳
が
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

■
市
町
村
合
併
功
労
者

　
総
務
大
臣
表
彰

横
山
義
雄
（
旧
丹
波
町
長
）
▼
黒
田
一
夫
（
旧
瑞
穂

町
長
）
▼
堀
郁
太
郎
（
旧
和
知
町
長
）
▼
松
原
茂
樹

（
旧
丹
波
町
議
会
議
長
）
▼
山
下
靖
夫
（
旧
瑞
穂
町

議
会
議
長
）
▼
片
山
博
至
（
旧
和
知
町
議
会
議
長
）

■
町
感
謝
状
（
合
併
協
議
会
委
員
）

寺
坂
久
二
男
▼
岡
本
勇
▼
片
山
丁
宣
▼

田
忍
▼

室
田
隆
一
郎
▼
野
間
和
幸
▼
人
見
亮
▼
荒
牧
敦
子

▼
小
田
耕
治
▼
荻
野
鶴
夫
▼

田
基
▼
塩
尻
完
▼

田
畑
美
さ
子
▼
舩
越
勝
▼
奥
岩
雄
▼
田
畑
龍
子
▼

稲
元
源
太
郎
▼
澤
田
太
三
▼
西
山
芳
明
▼
大
田
喜

好
▼
山
口
昌
代
▼
堀
吉
宏
▼
梅
原
好
範
▼
石
原
政

則
▼
新
田
一
郎
▼
竹
内
啓
雄
▼
軽
尾
恒
男
▼
片
山

茂
雄

京
丹
波
町
合
併
記
念
式
典

京
丹
波
町
合
併
記
念
式
典

合
併
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

町
の
発
展
へ
、思
い
を
新
た
に

総務大臣表彰を受ける横山義雄さん

合併協議会委員を代表して松原町長から感謝状を受ける奥岩雄さん

式辞を述べる松原町長（蒲生野中学校体育館）

祝典芸能として披露された小畑万歳
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議員や消防団員、学識経験者など八人で構成する京丹波町消防団組織

等審議会（1月20日発足、友金一郎会長）は、平成18年4月1日に再編

する「京丹波町消防団」の組織体制や消防施設の管理運営、団員の報酬な

どのあり方を審議し、2月21日、新しい京丹波町消防のあるべき姿を松

原茂樹町長に答申しました。

答申書の内容は次のとおりです。町は今後、この答申を踏まえて新し

い消防団の発足に向け、体制づくりを進めていきます。

京丹波町消防団組織等審議会

消防団組織などの
あり方を答申

消
防
団
の

組
織
に
つ
い
て

三
消
防
団
の
合
併
に
よ
り
、
組
織
の

規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
指
揮

命
令
が
円
滑
に
行
え
る
体
制
を
整
え

る
と
と
も
に
、
組
織
内
部
の
職
務
と
階

級
を
統
一
す
る
。

現
行
の
各
消
防
団
を
支
団
（
丹
波
・

瑞
穂
・
和
知
支
団
）
と
し
、
三
消
防
団

の
分
団
（
丹
波
支
団
＝
七
分
団
、
瑞
穂

支
団
＝
五
分
団
、
和
知
支
団
＝
四
分
団
）

は
、
現
行
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
。

部
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
丹
波
・
和

知
町
消
防
団
の
部
を
現
行
の
ま
ま
引
き

継
ぎ
、
瑞
穂
町
消
防
団
の
班
を
部
に
改

編
し
、
四
十
九
部
（
丹
波
支
団
＝
十
五

部
、
瑞
穂
支
団
＝
十
九
部
、
和
知
支
団

＝
十
五
部
）
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
組
織
に
つ
い
て
は
、
各
消
防

団
の
予
防
・
警
防
指
導
体
制
に
違
い
が

あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
、
解

決
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
。

消
防
施
設
に

つ
い
て

防
災
セ
ン
タ
ー
や
各
詰
所
は
、
現
行

の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
管
理
に
つ
い
て
は

町
が
主
体
的
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

消
防
車
両
や
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
町
備
品
と
し

て
配
備
。

こ
れ
ら
の
消
防
施
設
の
新
設
お
よ
び

更
新
に
つ
い
て
は
、
二
年
後
を
め
ど
に

予
定
さ
れ
て
い
る
消
防
団
の
抜
本
的
な

再
編
と
整
合
性
を
図
り
、
計
画
的
に
実

施
す
る
。

団
員
の
任
用
、
給
与

な
ど
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
長
は
消
防
団
の
推
薦
に
基
づ
き
、

町
長
が
任
命
。
そ
の
他
の
団
員
は
、
十

八
歳
以
上
で
、
消
防
団
の
区
域
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
者
な
ど
の
う
ち
か

ら
町
長
の
承
認
を
得
て
、
団
長
が
任
命

す
る
。
団
長
お
よ
び
そ
の
他
の
役
員
の

任
期
は
二
年
と
す
る
。

定
年
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な
経
験
を

有
す
る
壮
年
層
の
団
員
を
確
保
す
る
た

め
、
定
年
制
は
設
け
な
い
。

消
防
団
員
の
給
与
な
ど
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
内
で
団
員
報
酬
や
出
動
手
当
、

支
団
お
よ
び
部
の
運
営
費
に
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
に
統
一
す
る
。

本部

専任指導員

第1分団
第1部
第2部

第2分団
第1部
第2部

第3分団
第1部
第2部

第4分団
第1部
第2部

第5分団
第1部
第2部

第6分団
第1部
第2部

第7分団
第1部
第2部

第1分団
第1部
第2部
第3部

第5分団
第1部
第2部
第3部

第1分団
第1部
第2部
第3部

第3分団
第1部
第2部
第3部

第2分団

第1部
第2部
第3部
第4部

第4分団

第1部
第2部
第3部
第4部

第2分団

第1部
第2部
第3部
第4部

第3分団

第1部
第2部
第3部
第4部
第5部

第4分団

第1部
第2部
第3部
第4部
第5部

本部付団員

ラッパ部

団長

1人

副団長

3人

支団長

1人

支団長

1人

支団長

1人

丹
波
支
団

瑞
穂
支
団

和
知
支
団

京丹波町
消防団組織図

■は本部

松原町長に答申書を手渡す友金会長（左）と吉田副会長（中央）。（町長室）



ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝
、

新
し
い
町
へ
の
思
い
を
歌
に

「
三
町
の
合
併
に
向
け
て
、
自
分
た
ち
に
も
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
」。
個
々
で
音
楽
活
動
を
し
て

い
た
中
道
雅
揮
さ
ん
（
西
河
内
）、
村
上
左
矢
加
さ
ん
（
広

瀬
）、
江
本
貴
明
さ
ん
（
下
粟
野
）
が
、
そ
ん
な
思
い
を
胸

に
意
気
投
合
し
た
。
昨
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。

「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
音
楽
。
合
併
を

前
に
、
わ
た
し
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
『
和
知
』

へ
の
感
謝
と
、
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
町
を
新
し
い
ふ

る
さ
と
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
気
持
ち

を
歌
に
し
て
伝
え
て
い
こ
う
」
と
三
人
が
動
き
始
め
た
。

三
人
の
こ
う
し
た
思
い
に
、
彼
ら
が
所
属
す
る
和
知
太
鼓

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
、
山
口
奈
緒
美
さ
ん
（
長

瀬
）
も
賛
同
し
、
四
人
で
Ｃ
Ｄ
の
制
作
に
乗
り
出
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
を
思
い
、
動

き
出
そ
う
と
し
て
い
る
三
人
を
後
押
し
し
た
か
っ

た
」
と
山
口
さ
ん
。
三
人
が
曲
作
り
を
行
う
一
方
で
、

Ｃ
Ｄ
の
ケ
ー
ス
や
歌
詞
カ
ー
ド
に
盛
り
込
む
写
真

撮
影
に
町
内
を
駆
け
回
っ
た
。

そ
し
て
昨
年
の
夏
、
一
枚
の
Ｃ
Ｄ
が
完
成
。
地
域

の
方
言
で
「
仲
間
・
友
だ
ち
」
を
意
味
す
る
『
と
ぎ
』

と
名
付
け
た
。

Ｃ
Ｄ
「
と
ぎ
」

Ｃ
Ｄ
『
と
ぎ
』
に
は
、
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ

た
和
知
の
良
さ
や
、
将
来
を
思
う
歌
な
ど
十
曲
を
収

録
。
二
十
ペ
ー
ジ
の
歌
詞
カ
ー
ド
に
は
、
和
知
の
風

景
や
、
地
域
の
人
び
と
の
写
真
を
盛
り
込
ん
だ
。

中
道
さ
ん
、
村
上
さ
ん
、
江
本
さ
ん
の
三
人
は
、
Ｃ
Ｄ

を
制
作
す
る
一
方
で
、
七
月
に
開
催
さ
れ
た
旧
和
知
町

の
「
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
、
八
月
の
ふ
る
さ

と
祭
り
な
ど
に
出
演
し
、
Ｃ
Ｄ
に
収
録
し
た
曲
を
詰
め

か
け
た
地
域
の
人
び
と
に
披
露
。
こ
う
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

も
あ
り
、
自
費
で
制
作
し
た
Ｃ
Ｄ
五
百
枚
が
、
ふ
る
さ
と

祭
り
で
半
分
近
く
売
れ
た
。
京
丹
波
町
発
足
後
も
、
地
区

の
運
動
会
や
、
わ
ち
大
好
き
ま
つ
り
な
ど
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
で
出
演
し
、
三
人
は
歌
い
続
け
た
。

「
と
ぎ
」
に
込
め
た
思
い

「
慣
れ
親
し
ん
だ
『
和
知
』
の
名
は
な
く
な
る
け
ど
、

自
分
た
ち
が
本
当
に
大
切
に
思
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の

地
域
に
あ
る
『
和
知
ら
し
さ
』。
そ
の
『
和
知
ら
し
さ
』
は

合
併
し
て
も
、
き
っ
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

丹
波
町
や
瑞
穂
町
に
も
言
え
る
こ
と
。
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
思
う
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
同
じ
町
に
な
る
丹
波

町
や
瑞
穂
町
も
大
切
に
思
い
た
い
。
三
つ
の
力
を
合
わ

せ
て
、
新
し
い
町
を
い
い
町
に
し
よ
う
。
そ
ん
な
思
い

を
込
め
て
、
Ｃ
Ｄ
を
『
と
ぎ
』
と
名
付
け
た
」
と
、
制
作

当
時
を
振
り
返
る
四
人
。

制
作
し
た
五
百
枚
の
Ｃ
Ｄ
が
、
売
り
切
れ
ま
じ
か
に

な
っ
た
昨
年
十
一
月
初
旬
、
そ
の
売
上
金
で
ラ
イ
ブ
を

開
く
こ
と
を
決
め
た
。「
Ｃ
Ｄ
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
地
域

の
人
び
と
へ
の
感
謝
と
、
京
丹
波
町
に
な
っ
た
今
、
和

知
だ
け
で
な
く
、
丹
波
、
瑞
穂
に
も
呼
び
か
け
、
み
ん
な

で
つ
く
る
ラ
イ
ブ
に
し
た
か
っ
た
」
と
中
道
さ
ん
。
四

人
は
、
ラ
イ
ブ
の
名
称
を
「
み
ん
な
が
『
と
ぎ
』
に
な
る

日
」
と
決
め
た
。

「
と
ぎ
」
に
な
っ
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
広
げ
た
い

二
月
十
一
日
、
和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
ラ
イ

ブ
「
み
ん
な
が
『
と
ぎ
』
に
な
る
日
」
が
開
催
さ
れ
た
。

三
人
の
出
演
の
ほ
か
、
和
知
小
児
童
ら
の
合
唱
や
、

山
口
さ
ん
ら
和
知
太
鼓
保
存
会
の
若
手
に
よ
る
和
太
鼓

ユ
ニ
ッ
ト
、
吹
奏
楽
団
な
ど
の
演
奏
が
あ
っ
た
。
丹
波
、

瑞
穂
地
区
で
音
楽
活
動
を
す
る
若
者
も
出
演
に
か
け
つ

け
た
。

会
場
に
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
百

五
十
人
が
詰
め
か
け
、
拍
手
を
し
た
り
、
歌

を
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
楽
し
ん
だ
。

運
営
に
は
、
和
知
地
区
の

二
十
代
の
若
者
な
ど
約
二
十
人

が
あ
た
っ
た
。
丹
波
、
瑞
穂
地
区
の

若
者
数
人
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
協
力
し
た
。

「
二
十
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
特
定
の
団
体
で
も
、

グ
ル
ー
プ
で
も
な
く
、
地
元
の
同
世
代
。
Ｃ
Ｄ
を
作

っ
た
四
人
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
共
感
し
、
自
分
た

ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
集
ま
っ
て
く
れ

た
仲
間
だ
」
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

井
上
史
朗
さ
ん
（
市
場
）。「
開
催
ま
で
は
壁
も
あ
っ

た
が
、
若
者
パ
ワ
ー
で
な
ん
と
か
乗
り
越
え
、
開
催

へ
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
家
族
や
近
所
の

人
、
地
域
の
人
な
ど
多
く
の
方
々
に
も
支
え
て
も
ら

っ
た
」
と
話
す
。

「
わ
た
し
た
ち
の
活
動
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
同

世
代
が
、
地
域
に
こ
ん
な
に
い
て
く
れ
る
ん
だ
と
思

う
と
、
う
れ
し
か
っ
た
」
と
山
口
さ
ん
。「
活
動
を
通

じ
て
、
人
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
活
動
が
で
き
た
の
は
、
共
感
し
て
く
れ
た
仲
間
や

家
族
、
地
域
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
」

と
村
上
さ
ん
。

「
町
内
の
同
世
代
の
な
か
に
は
、
ほ
か
の
分
野
で

も
、
地
域
で
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
と
思
う
。
わ
た
し
た
ち
の
活
動
が
、
そ
う
し
た
人

た
ち
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
意
義
が
あ
っ
た
と
思
う
」
と
江

本
さ
ん
。
そ
う
い
う
人
た
ち
や
、
世
代
を
超
え
て
色

ん
な
人
た
ち
と
「
と
ぎ
」
に
な
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
最
後
に
話
し
た
。
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二
月
十
一
日
、和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
本
庄
）で
、地
域
の
若
者
た
ち
約
二
十
人
に
よ
る
手
づ
く
り
の

ラ
イ
ブ
「
み
ん
な
が
『
と
ぎ
』
に
な
る
日
」
が
開
催
さ
れ
た
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
和
知
地
区
や
同
地
区
出

身
の
四
人
の
若
者
た
ち
。四
人
の
活
動
は
一
枚
の
Ｃ
Ｄ
制
作
か
ら
始
ま
っ
た
。そ
の
Ｃ
Ｄ
に
「
と
ぎ
」
と
名
付

け
た
若
者
た
ち
が
、こ
れ
ま
で
の
活
動
に
込
め
た
思
い
に
迫
る
。

10

「
と
ぎ
」に
込
め
た

若
者
の
思
い

4人が制作したCD「とぎ」

和知太鼓
ユニット「

わちバン
」

江本貴明さん 中道雅揮さん 村上左矢加さん

山口奈緒美さん

井上史朗さん



問い合わせ先／教育委員会　182－0988

平成１８年度からは、京丹波町全域から須知幼稚園に通園できます。

■保育時間 月額７，０００円
■預かり保育 時　間／午後２時～午後６時
 対　象／４歳児、５歳児
 保育料／３０分あたり１，５００円

平成１８年度から支給額を下表のとおり統一します。

高等学校 年額 １２万円以内

高等専門学校 年額 １２万円以内（３年間３年生まで）

高等専門学校 年額 １８万円以内（２年間４・５年生）

保健師専門学校 年額 １８万円以内（１年間）

農業大学校 年額 １８万円以内（２年間）

大学 年額 １８万円以内（４年間または２年間）

［幼稚園］ ［奨学金］

4月からこうなります 暮らしの
ガイド2

身体障害者手帳の交付を受けた方であって、じん臓の機能を更生するため、医療機関に通院のうえ、慢性透析法による医療の給付を受けて
いる方。ただし、町の通院送迎サービスを利用していない方に限ります。
月１万円を超える通院交通費を支払った場合に、その通院交通費から１万円を控除した額の２分の１以内。

町内に住所を有する在宅の身体障害者で、町長が指定する身体障害者福祉法に基づく更生医療指定医療機関に人工透析療法を受けるた
め通院する方および重症心身障害児（者）通所施設に通所する方。
自宅または町長の指定する場所から医療機関などへの送迎
町が指定する場所から病院まで･･･８００円　自宅から病院まで･･･１，０００円

在宅で生活している介護保険認定者 
町内で購入した紙おむつ、尿取りパット、使い捨て手袋、清拭剤などの介護用品の一部を助成
月額５，０００円以内（ただし、要介護４および５で、住民税非課税世帯は年額７５，０００円以内）

町内に住所を有するおおむね６５歳以上のひとり暮らしの方、または身体障害者のみの世帯で、心身の状態から安否確認が必要であり、かつ、
緊急時の連絡手段として緊急電話の設置が必要と認められる方。
ひとり暮らし老人などの急病、災害などによる緊急事態に対する不安を解消し、緊急事態発生時に迅速かつ適切な対応を図るため、緊急発
信電話を設置します。

［じん臓機能障害者通院交通費支給事業］
■対　　象

■助 成 額

［重症心身障害者等通院・通所支援］
■対　　象

■内　　容
■利用料金

［家族介護支援対策助成事業］
■対　　象
■内　　容
■助 成 額

［在宅ひとり暮らし老人等緊急発信電話設置］
■対　　象

■内　　容

［在宅高齢者等生活支援］
【外出支援サービス】居宅から医療機関などへ送迎
■対　　象

■利用料金

【軽度生活援助】軽易な日常生活上の援助
■対　　象

■利用料金

【生きがいデイサービス】入浴サービス・給食サービスなど
■対　　象
■利用料金

【ミニデイサービス】レクリエーション、健康チェックなど
■対　　象
■利用料金

【食の自立支援サービス】栄養バランスのとれた食事の提供
■対　　象
■利用料金

【訪問理美容サービス】訪問による理美容
■対　　象
■利用料金

合併協議会で確認された合併協定内容において、
「合併の翌年度（平成１８年度）から統一する」とされていた各種事業や、
法改正などに伴い一部変更される制度などについてお伝えします。

教育

問い合わせ先／住民課　182－3803国民健康保険

問い合わせ先／保健福祉課　182－1800保健福祉

平成１７年度　　　丹波地区＝国民健康保険税／瑞穂地区・和知地区＝国民健康保険料
平成１８年度～　　国民健康保険税に統一します。

平成１８年度から下表のとおり統一します。

■賦課方式

■納　　期

納期の末日が土・日・祝日にあたるときは、その次の平日が納期限となります

第１期　　４月１日　～　　４月３０日
第２期　　５月１日　～　　５月３１日
第３期　　６月１日　～　　６月３０日
第４期　　７月１日　～　　７月３１日

一般の交通機関を利用することが困難な高齢者など（お
おむね６５歳以上の高齢者、または、おおむね６０歳以上の
高齢者であって下肢が不自由な方など）
５ｋｍまで３００円。以降、５ｋｍを超えるごとに１００円を加算

おおむね６５歳以上の高齢者で、ひとり暮らし世帯、高齢者
のみの世帯等

３０分未満 １５３円
３０分以上１時間未満 ３０６円
１時間以上１時間半未満 ４４４円
１時間半以上（30分増すごとに） （４４４円＋）１６６円

［住民健康診査］
■健診内容など　平成１８年度から下表のとおり統一します。

［巡回健康相談］
■回　　数
■会　　場

住民健康診査の結果返し時を含み、２回
集落公民館など９３会場

［母子保健］
■内　　容 平成１８年度から下表のとおり統一します。

［健康手帳］
■対　　象
■受付場所

２０歳以上で、健診の受診者と希望者に交付
本庁・支所、健診の事後指導会場など

自宅に閉じこもりがちな高齢者など（介護認定者を除く）
１，１００円／回

おおむね６０歳以上の介護認定を受けていない高齢者など
１回・・１００円および実費相当額

調理が困難な一人暮らし高齢者など
５００円／食（副食のみ４５０円／食）

理美容院に出向くことが困難な高齢者など
理美容に要する技術料

健診・検診名 対象者 個人負担金（受診料）
基本健診 ２０歳以上 
結核検診 ４０歳以上 
肺がん検診 ４０歳以上 

無　料
 

胃がん検診 ４０歳以上 
大腸がん検診 ４０歳以上 
前立腺がん検診 ５５歳以上 

健診・検診名 対象者 個人負担金（受診料）
子宮がん検診 ２０歳以上 

乳がん検診
 視触診３０歳以上

 マンモグラフィー４０歳以上 
無　料

 

肝炎ウィルス検診
（平成１８年度で終了） ４０～７０歳までの５歳ごと 

成人歯科検診 ２０歳以上

第５期　　８月１日　～　　８月３１日
第６期　　９月１日　～　　９月３０日
第７期　１０月１日　～　１０月３１日
第８期　１１月１日　～　１１月３０日
 

　第９期　１２月１日　～１２月３１日
 第１０期　　１月１日　～　１月３１日
 第１１期　　２月１日　～　２月　末日
 第１２期　　３月１日　～　３月３１日

子育てトーク
（年５回）乳幼児発達支援事業

「心理教室」
（年１２回）

「すくすく相談」
（年１２回）

「言語相談」
（年１２回）

乳幼児発達
支援事業

「遊びの教室」
（年１２回）

「療育教室」
（年１２回）

教室・訪問

母親教室（年６回）

新生児訪問（随時）

離乳食教室
（年６回）

ベビーマッサージ
（年１０回）

健診
妊婦健診

（医療機関で実施）

３～４カ月健診
（年６回）

９～１０カ月健診
（年６回）

１歳半健診（年６回）

２歳児歯科健診（年４回）

３歳児健診（年６回）

相談

乳児相談
（毎月町内３カ所）

二次相談 その他発達支援

妊娠中

出　生 

乳児期（前期）

乳児期（後期）

乳幼児期

就園

母子手帳交付
不妊治療費交付
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 細分区域 1時間雨量 3時間雨量 24時間雨量

 南丹・京丹波 50ミリ以上　（ただし、総雨量100ミリ以上） 100ミリ以上 170ミリ以上

「
食
彩
の
工
房
」
特
産
品
加
工

グ
ル
ー
プ
が
全
国
で
栄
冠

竹
野
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
女
子
と
、
瑞
穂
中
女
子
ホ
ッ
ケ

ー
部
が
こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
七
年

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
未
来
く
ん

賞
」
を
受
賞
。
二
月
二
十
八
日
、

京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
）
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
、
選
手

の
育
成
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献
し

た
人
や
、
国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・

団
体
に
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
る
も
の
で
す
。

竹
野
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
女
子
は
、
昨
秋
の
西
日
本
小
学

生
・
中
学
生
六
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
で
、
瑞
穂
中
女
子
ホ
ッ

ケ
ー
部
は
、
昨
夏
の
近
畿
中
学
校

総
合
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
で
、

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
の
功
績
を
残
し
栄

え
あ
る
賞
を
手
に
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
が

竹
野
小
で
人
権
教
室

二
月
二
十
四
日
、
竹
野
小
（
北

村
友
子
校
長
、
児
童
数
六
十

八
人
）
で
、
町
内
の
人
権
擁

護
委
員
が
人
権
教
室
を
開
催
。

い
じ
め
を
テ
ー
マ
に
し
た
手

作
り
の
ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居
を

披
露
し
、
お
互
い
を
認
め
合

う
こ
と
の
重
要
性
な
ど
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
の
教
室
に
は
、
法

務
省
の
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
人 

Ｋ
Ｅ
Ｎ 

ま
も
る
君
」
も
登
場

し
、
児
童
た
ち
は
楽
し
く
人

権
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。

小
・
中
学
生
ら

ス
キ
ー
を
満
喫

町
内
の
小
・
中
学
生
ら
を

対
象
に
し
た
「
京
丹
波
町
ス

キ
ー
教
室
」
（
町
教
育
委
員

会
主
催
）
を
、
二
月
五
日
と

二
十
六
日
の
両
日
、
兵
庫
県

の
ハ
チ
高
原
ス
キ
ー
場
で
行

い
ま
し
た
。

教
室
に
は
、
両
日
で
、
小
・

中
学
生
や
指
導
に
あ
た
っ
た

町
内
の
ス
キ
ー
経
験
者
な
ど

計
約
百
五
十
人
が
参
加
。
初

心
者
、
経
験
者
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
指
導
者
に

滑
り
方
な
ど
を
教
わ
り
な
が

ら
ス
キ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

最
初
は
一
人
で
立
て
な
か
っ

た
初
心
者
も
、
教
室
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
思
い
思
い
に
シ

ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞

TO
W

N
N

EW
S 2006

フラッシ
ュ

丹
波
食
彩
の
工

房
の
特
産
品
加
工
グ

ル
ー
プ
が
こ
の
ほ
ど
、

平
成
十
七
年
度
食
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ

ン
テ
ス
ト
（
主
催
＝
農
林
水
産
省
な
ど
）

で
、
優
良
賞
（
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局

長
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
農
山
漁
村
の
女

性
グ
ル
ー
プ
が
地
域
の
特
産
物
を
生
か
し

た
食
文
化
の
保
存
・
開
発
・
普
及
に
取
り

組
み
、
食
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る
優
秀
な
活
動
事
例
を
表
彰
す
る

も
の
で
、
今
年
度
は
全
国
か
ら
四
十
一
団

体
が
応
募
。
書
類
審
査
や
現
地
確
認
な
ど

の
事
前
審
査
に
よ
り
、
同
グ
ル
ー
プ
を
含

む
九
団
体
が
最
終
審
査
会
に
進
み
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
十
二
年
、
丹
波

食
彩
の
工
房
の
完
成
を
機
に
、
そ
れ
ま
で

地
元
の
食
材
で
特
産
品
加
工
を
行
っ
て
い

た
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
結
集
し
て
発
足
。

地
元
の
丹
波
黒
大
豆
を
使
っ
た
「
黒
豆
き

ん
つ
ば
」
の
開
発
や
、
黒
豆
の
栽
培
な
ど

を
通
じ
て
都
市
住
民
と
交
流
す
る
「
黒
豆

学
校
」
な
ど
熱
心
な
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
栄
え
あ
る
賞
を
手
に
し
ま
し
た
。

審
査
で
は
、
難
し
い
と
さ
れ
る
黒
豆
で

の
あ
ん
作
り
に
成
功
し
、
開
発
し
た
「
黒

豆
き
ん
つ
ば
」
が
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

し
た
。

京都府における注意報・警報の発表区域と
注意報・警報基準の変更について
京都地方気象台・舞鶴海洋気象台では、平成１７年１０月１１日の京丹波町誕生、平成１８年1月１日の南丹市誕生及び三和町、

大江町、夜久野町の福知山市への編入合併並びに平成１８年３月１日の与謝野町誕生に伴い、平成１８年３月１日から防災関係機関
及び地域住民の方々の防災活動がより効率的に行えるよう、京都府の注意報・警報の発表区域を下記のとおり変更しました。また、
地域細分の変更に併せて注意報・警報の基準についても変更をしました。

▼大雨警報、洪水警報　発表基準

 細分区域 1時間雨量 3時間雨量 24時間雨量

 南丹・京丹波 30ミリ以上　（ただし、総雨量70ミリ以上） 70ミリ以上 110ミリ以上

▼大雨注意報、洪水注意報　発表基準

旧 平成18年3月1日 新
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表彰式に出席した特産加工グループの
皆さん（東京都千代田区イイノホール）

紙芝居を披露する人権擁護委員（竹野小）スキーを満喫する参加者（兵庫県ハチ高原スキー場）

瑞穂中女子ホ
ッケー部の皆
さん

竹野ホッケー
スポーツ少年
団の皆さん

送り先
〒６２２－０２９２（住所不要）
京丹波町企画情報課広報京丹波「わくわくＢＯＸ」係
ファックス／８２－２５００
Ｅメール／kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp

京
丹
波
町
に
な
っ
て
五
カ
月
が
経
過
し
、思
う

こ
と
は
、交
通
手
段
と
し
て
旧
町
単
位
で
バ
ス
の

運
行
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、本
庁
、須
知
高
校
、丹

波
自
然
運
動
公
園
、各
小
中
学
校
間
の
用
務
、ス

ポ
ー
ツ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
際
の
交
通
手
段
は
マ
イ

カ
ー
利
用
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
旧
三
町
間
の

拠
点
か
ら
バ
ス
運
行
を
三
便
往
復
し
て
も
ら
え

れ
ば
、町
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
も
で
き
、活
性
化

に
つ
な
が
り
、お
互
い
の
町
の
良
さ
も
心

の
交
流
に
つ
な
が
る
と
思
う
こ
の
ご
ろ

で
す
。
町
長
様
を
は
じ
め
役
職
員
の
皆

さ
ん
に
は
、頭
の
痛
い
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
す
が
、ご
考
慮
い
た
だ
き
た
く
、お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
梅
原
克
郎
・
才
原
）

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。バ
ス
路
線
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

二
月
に
町
政
懇
談
会
を
開
き
、参
加
者
の

皆
さ
ん
な
ど
か
ら
い
た
だ
い
た
多
く
の
意

見
や
提
言
を
踏
ま
え
て
条
例
案
を
ま
と

め
、議
会
で
審
議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。路

線
案
に
は
旧
三
町
を
結
ぶ
二
路
線
の
新

設
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。す
べ
て
の
皆

さ
ん
の
思
い
が
か
な
う
バ
ス
路
線
と
い
う

の
は
難
し
い
で
す
が
、最
低
限
の
交
通
手

段
は
確
保
し
て
い
く
考
え
で
す
の
で
、ご

理
解
く
だ
さ
い
。

このコーナーは、「身近に起こった出来事」や「感動したこと」、
「みんなに教えてあげたい・わたしの健康術」、「こんなサーク
ル活動始めました」、「まちづくりについての意見」、「広報紙
への感想」、「イラスト・絵画・写真」、「エッセイ・詩・俳句、川柳」
など、読者の皆さんの身近な情報発信としてご利用ください。
はがきに住所・氏名・電話番号を記入のうえ、情報をお寄せ

ください。匿名希望やイニシャルの場合は、氏名を記入したう
えで、その旨を明記ください。（お寄せいただいた情報は随時、
掲載します。）ファックス、Ｅメールでも情報をお待ちしています。

読者の皆さんが

情報
発信するコーナー



KYOTAMBA TOWN

広

報
No.5
２００６年

３月１５日発行

船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6　電話(0771)82-0200（代表）　企画・編集／企画情報課
［ホームページアドレスス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp

二
月
は
、
合
併
後
初
の
町
政
懇
談
会
や
町
合

併
記
念
式
典
な
ど
大
き
な
行
事
が
あ
っ
た
り
し

て
、
た
だ
で
さ
え
日
数
の
少
な
い
ひ
と
月
が
、

さ
ら
に
短
く
感
じ
ま
し
た
。（
編
集
子
の
場
合
、

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
、

ひ
と
月
が
短
く
感
じ
る
の
で
す
が
…
。）
今
回

の
特
集
は
、
そ
の
町
政
懇
談
会
の
な
か
で
出
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
、
そ
れ
に
か

か
る
回
答
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご

一
読
い
た
だ
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
考
え
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
二
月
二
十
五
日
の
町
合
併
記
念
式
典
は
、
町

内
外
か
ら
約
三
百
五
十
人
の
来
賓
の
皆
さ
ん
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
厳
粛
か
つ
華
や
か
な
式
典

で
し
た
。
式
典
の
最
初
に
放
映
し
た
ビ
デ
オ
「
合

併
ま
で
の
歩
み
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

人口
17,835 (－21）

男
8,473 （－16）

女
9,362 （－ 5

世帯数 6,491 （＋ 9）

わたしたちの町

3月1日現在／（　）は前月比

［特集］

町政懇談会

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

親子でソーセージ作り。
卒園前に楽しいひととき
上豊田保育所の年長児と保護者２１人が２月
２４日、丹波・食彩の工房でソーセージ作りを
体験しました。もうすぐピカピカの１年生。
園児たちは卒園前にお父さん、お母さんと
楽しいひとときを過ごしていました。

目標に向かって、団結する目標に向かって、団結する
ことの大切さ学んだことの大切さ学んだ
伴田 久美さん（１５歳）　上大久保

「
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
て
、
全
国
に
た
く
さ
ん
の
友

だ
ち
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
昨
年
十
一
月

三
十
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

日
本
代
表
（
十
五
歳
以
下
）
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
遠
征
に
参
加
し
た
伴
田
久
美
さ
ん
（
瑞
穂
中
三
年
）

だ
。伴

田
さ
ん
は
、
瑞
穂
中
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
主

将
と
し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
、
昨
夏
の
全
日
本
中

学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
は
全
国
八
位
に
。
攻

守
両
面
で
活
躍
し
た
伴
田
さ
ん
は
、
十
月
の
選
考
会

で
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。
京
都
府
か
ら
選
ば
れ
た

の
は
伴
田
さ
ん
た
だ
一
人
で
、
同
中
か
ら
の
日
本
代

表
入
り
は
初
め
て
の
こ
と
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
行
わ

れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ズ
・
ホ

ッ
ケ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
に
出
場
し
、
九
試
合
を
戦

い
、
戦
績
は
五
勝
三
敗
一
分
。「
ふ
だ
ん
の
試
合
で

は
お
互
い
敵
同
士
の
人
た
ち
と
、
同
じ
チ
ー
ム
で
、

し
か
も
海
外
で
共
に
戦
え
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
伴
田
さ

ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

伴
田
さ
ん
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
た
の
は
小
学
二

年
の
と
き
。
地
元
の
明
俊
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
握
っ
た
。
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、

と
に
か
く
練
習
の
毎
日
。
休
日
も
白
球
を
追
い
続
け

て
き
た
。
練
習
が
つ
ら
く
て
、
辞
め
た
い
と
思
っ
た

と
き
も
あ
っ
た
と
い
う
伴
田
さ
ん
。「
け
れ
ど
、
ホ

ッ
ケ
ー
が
好
き
だ
か
ら
、
辞
め
ず
に
続
け
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。

伴
田
さ
ん
は
二
年
生
の
秋
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
主

将
に
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
「
全
国
制
覇
」
を
目
標
に

掲
げ
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
た
。
中
学
校
生
活
最
後

と
な
っ
た
昨
夏
の
全
国
大
会
で
は
、
準
々
決
勝
で
強

豪
・
大
谷
中
に
破
れ
、
涙
を
飲
ん
だ
も
の
の
、
三
年

間
で
、
近
畿
大
会
や
西
日
本
大
会
で
の
優
勝
な
ど
栄

冠
を
手
に
し
た
。

「
試
合
で
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
も
、
負
け
た
と
き

の
く
や
し
さ
も
、
共
に
分
か
ち
合
え
る
チ
ー
ム
メ
イ

ト
が
い
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
伴
田
さ
ん
。
三
年
間
の
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
て
、「
目

標
に
向
か
っ
て
団
結
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
ん

だ
と
話
す
。

四
月
か
ら
は
地
元
・
須
知
高
に
進
む
伴
田
さ
ん
。

「
高
校
で
は
、
日
本
一
を
つ
か
み
た
い
」。
桜
の
咲
く

こ
ろ
、
十
五
歳
の
ホ
ッ
ケ
ー
少
女
が
新
し
い
舞
台
に

立
つ
。
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ENTSCONTE

はん　 だ く み

目標に向かって、団結する
ことの大切さ学んだ
伴田 久美さん（１５歳）　上大久保

後列左か
ら4人目

が伴田さ
ん


